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学校教育目標：きらり輝く 鳥海の子ども https://edu2.city.yurihonjo.lg.jp/chokai-es/

鳥 海 の 子
～明るく・かしこく・たくましく～

令和５年度 学校報 №８ 文責 校長

ｺﾐｭﾆﾃｨ・ｽｸｰﾙだより

由利本荘市立鳥海小学校 令和５年 ６月 １日

で

５月 31日（水）はチャレンジデー（全国の市町村で 15
分間の運動チャレンジを推奨する日）でした。鳥海小学

校では、健康委員会の提案で「全校鬼ごっこ」をしまし

た。陸上大会壮行会後に、健康委員長から鬼ごっこのル

ール説明がありました。赤組の六年生が始めの鬼になる

こと、タッチされたら鬼になること、鬼になったら腕ま

くりをすること、全員が捕まるまでやること、です。説

明を聞いた後、子どもたちからぼそぼそつぶやきが聞こ

えてきました。「半袖の人はどうするのかな・・・」と。

チャレンジタイムの長休みになりました。

時間に合わせて早々に全校が集合。外で過

ごすときは帽子着用が徹底されているので、

ほぼ全員が帽子着用です。ルールの「捕ま

った人は腕まくりをする」が「捕まった人

は帽子のつばを後ろにする」に変更されて、

全校鬼ごっこは大いに盛り上がりました。

（健康委員会の機転に拍手です。）鬼グループが、六年生の赤組→六年生の白組→五年生→四年

生→一から三年生とバージョンを変えて鬼ごっこしたので、全員が鬼の経験できるほどたっぷり

テンポよく楽しんでいました。

チャイムや大きなかけ声が無くても、次の三時間目に向けて移動する子どもたち。

自分で判断することができていて、さすがだなと感じました。

かけ抜けろ！ 鳥海っ子！！
６月３日（土）に開催される第76

回本荘由利小学校陸上競技大会に16

名の陸上部員（六年生５名、五年生

５名、四年生６名）が参加します。

30日に全校で壮行会を行いました。

応援団のリードのもと、運動会を思

い出すような全力でのエールが体育館に響きました。陸上競

技は個人種目ですが、これまでの練習の成果を発揮し「ひと

りはみんなのために みんなはひとりのために」を合い言葉

に、自己ベストに挑んでくれるように応援しています。

ご協力
ありがとうございました
~メディアコントロールチャレンジ～

５月26日～6月1日の第1
回メディアコントロールチ
ャレンジでの子どもたちの
様子はいかがだったでしょ
う。
まとめの見届けとして「家

族からのコメント」にもご
協力のほどよろしくお願い
いたします。
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５月30日（火）に三森 ＊＊様から田んぼの一部をお借りして、五年生が田植えをしました。

鳥海スクール・サポーターズ倶楽部の皆様、保護者の皆様にもご協力をいただき、11名の五年生

が一生懸命に田植えに挑戦しました。田んぼの中に入るはじめの一歩に少々の間がありましたが、

型付けされたポイントに苗を植えることに夢中になりました。田植えを終えてその仕上がりを機

械植えの稲と比べた子どもたちは「機械はさすが、きれいにそろっている」「自分たちだって結

構上手にできている」と感想をおしゃべりしてました。水路で泥落とし

をしているときは「田んぼの方がぬるかったなあ」「米作りと関係してい

るのかな」など、実際に田んぼに入って作業したからの声も聞かれまし

た。朝は小雨だった空も、子どもたちが田植えをしているうちにしだい

に上がりました。鳥海の産業である米作りを通して、働くことの大切さ

や素晴らしさ、意義を見つめ直していきます。

～ 鳥海キッズ（縦割り班）で
フラワー活動 ～

５月 30 日には、赤組１～４班、白組５～８班の中
で、異学年ペアでベゴニアの苗を植えました。プラン

ターにちょうどよい深さで土を入れたり、苗をバラン

スよく植えたりできるように、頭を突き合わせ協力し

て作業しました。学年代表の感想発表では、「初めて

の一年生にうまく説明できてよかった」「一緒にやっ

たペアの人だけでなく全員に教えることができるよう

になりたい」「ペアの人と楽しく植えられてよかった」

「来年もきれいな花を植えたい」などと発表しました。

今年は、「あいみょん愛の花プロジェクト」に当選

したので、あいみょんからプレゼント

されたひまわりの種も植えました。

翌日の朝は、早速、水やり当番が自

分の班のプランターに水かけをしてく

れました。花と一緒に鳥海小学校の子

どもたちの優しさがきらりと輝いてい

くことが楽しみです。


